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地
域
と
と
も
に
、

つ
な
が
り
豊
か
な
く
ら
し
づ
く
り

将
来
に
続
く
道
を
、

見
え
る
化
す
る
取
り
組
み

1
9
9
2
年（
平
成
4
年
）の
法
人
設
立

以
来
、
そ
の
時
々
に
求
め
ら
れ
る
事
業
だ

け
で
な
く
、
少
し
先
の
つ
な
が
り
豊
か
に
暮

ら
す
生
活
を
思
い
描
き
な
が
ら
事
業
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

将
来
の
構
想
を
組
み
立
て
る
た
め
に
は
、

設
定
し
た
将
来
の
生
活
像
（
目
標
）
に
向

け
て
手
順
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
順
を
組
み
立
て
て
、
皆
に
わ
か
る
よ
う

に
文
章
化
し
、
見
え
る
化
す
る
取
り
組
み

が
『
中
期
基
本
計
画
』
と
呼
ん
で
い
る
も

の
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
は
地
域
、

描
く
未
来
は
８
つ
の
柱

こ
れ
ま
で
、
武
蔵
野
市
と
い
う
地
域
で

の
く
ら
し
づ
く
り
を
大
切
に
し
た
事
業
展

開
を
し
て
き
ま
し
た
。

次
期
計
画（
2
0
2
1
年
度
〜
2
0
2
3

年
度
／
令
和
3
年
度
〜
令
和
5
年
度
）は
、

左
表
の
よ
う
に
８
つ
の
柱
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
利
用
し
て
い
る
本
人
や

家
族
、
関
係
し
て
い
る
人
々
が
生
き
生
き

と
生
活
し
、
安
定
し
た
毎
日
が
送
れ
る
よ

う
に
、
そ
し
て
支
え
る
職
員
も
法
人
の
一

員
と
し
て
、
一
丸
と
な
っ
て
支
援
に
当
た

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

策
定
の
流
れ

4
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
計
画
を
策
定
・
実

行
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、

現
状
と
今
後
に
向
け
て
情
報
を
共
有

す
る
。

共
有
し
た
情
報
を
土
台
と
し
て
、
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
具
体
的
な
取

り
組
み
を
協
議
す
る
。

協
議
し
た
内
容
を
整
理
し
、
中
期
基

本
計
画
と
し
て
素
案
を
文
章
化
す
る
。

作
成
し
た
中
期
基
本
計
画
を
基
に
、

法
人
一
丸
と
な
っ
て
経
営
と
事
業
展

開
を
は
か
る
。

次
期
計
画
（
2
0
2
1
年
度
〜
2
0
2
3
年
度
／

令
和
３
年
度
〜
令
和
５
年
度
）
の
特
徴

●�

昨
年
は
、
障
害
者
地
域
生
活
支
援
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
わ
く
ら
す
武
蔵
野
を
新
設
し

ま
し
た
。
今
年
度
、
み
ど
り
の
こ
ど
も

館
を
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
化
し
ま

し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
新

規
開
設
や
再
編
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
在
は
22
の
拠
点
、
44
の
事
業
に

ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
拠

点
や
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
路
線
か
ら
、

よ
り
支
援
の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
方

向
へ
の
転
換
期
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

事
業
の
熟
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

●�

武
蔵
野
市
で
活
動
す
る
社
会
福
祉
法
人

と
し
て
、
地
域
の
福
祉
向
上
に
努
め
ま
す
。

●�

高
齢
・
子
ど
も
・
障
害
の
分
野
を
超
え

て
、
法
人
一
体
と
な
っ
て
計
画
を
作
成

し
ま
す
。

●�

災
害
や
感
染
症
な
ど
の
危
機
管
理
・
事
業

の
継
続
と
い
う
視
点
も
盛
り
込
み
ま
す
。

●�

計
画
の
策
定
過
程
で
は
な
く
、
作
成
後

の
実
施
過
程
を
大
切
に
し
ま
す
。

●�

「
つ
な
が
り
豊
か
な
く
ら
し
」
の
中
で
、

地
域
自
立
生
活
支
援
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
具
現
化
し
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
〜
２
０
２
３
年
度

︵
令
和
３
年
度
〜
令
和
５
年
度
︶ 中
期
基
本
計
画

特集 ●ひろがれ、かさなれ、むさしののわ

ステップ１ステップ2ステップ3ステップ4

本
誌
「
ぷ
れ
っ
そ
」
は
2
0
0
8
年
（
平
成
20
年
）
8
月
に
1
号
を
発
行
し
て
か

ら
、
今
号
で
50
号
と
な
り
ま
す
。
当
法
人
は
『
地
域
社
会
に
役
立
つ
』
を
基
本
理

念
と
し
、
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
様
々
な
事
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
は
当
法
人
の
『
中
期
基
本
計
画
』
を
通
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

❷
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多様なくらしを支える
居住支援

地域生活
支援拠点

障害者支援施設

成長と可能性を拓く
日中活動

経験を広げる
余暇支援・
ガイドヘルプ
家族を支える
緊急一時・
レスパイト

確かにつなぐ
相談支援

高
齢
部
門

❶ 日中活動支援

❷ 居住支援

❸ 相談支援

障
害
部
門

❹ 日中活動支援

❺ 居住支援

❻ 相談支援

❼ 就労支援

❽ 子ども・
　 子育て支援 



●地域とともに、つながり豊かなくらしづくり

16時間夜勤から
８時間夜勤への移行
特別養護老人ホームゆとりえでは、
入居者が望む生活を実現するため、
日中の職員数を増員し、一人ひと
りに寄り添える時間を増やすことができ
ました。
また、職員の残業時間が減少し、有休取得
日数は増加。会議や研修・意見交換を行う
時間も確保できるようになりました。

支え合う地域づくり
在宅部門では、認知症を抱える高齢者
とその家族を地域で支えることを趣旨
とした「カフェ♥君の名は」、健康不
安などを何でも気軽に相談できる「暮
らしの保健室mini」を地域の各種団体
と共催しています。他に、働きづらさ
を抱える人に働いてもらう「ユニバー
サル就労」の導入もはじめました。

みどりのこども館
児童発達支援センター化
児童発達支援センターは、これ
までの通園・相談事業に加えて
「地域の中核的な療育支援施
設」の役割を担うため、支援の専門性、
関係機関との適切な連携、地域課題解
決などへの取り組みを進めていきます。

放課後等デイサービスパレット
市内初の共働き家庭や一人親家庭の肢
体不自由児・医療的ケア児を対象とし
た放課後等デイサービスパレットを開
始します。ハビットのサテライト事業
所も、同じ桜堤ケアハウス内に開所し
ます。

生活介護：生活介護の機能強化
6つの施設で生活介護事業を行っ
ており、それぞれの特色を活か
しながら活動しています。他事
業所のプログラムに参加して創
作活動や販売を一緒に企画・展
開するなど、足りない部分を補い合い
ながら、豊かな日中活動を目指してい
ます。

就労支援：就労定着支援事業の開始
障害のある方の一般企業への就労を実
現するだけでなく、就職した後も長く仕
事を続けられるよう支援しています。定
期的な個別面談や職場訪問、様々な相
談に応じて、様々な機関と連携しながら
サポートしています。

相談支援事業所の新規開設
2018年に中途障害・身体障害のある方へ向けて「ほくと」、2019年にわく
らす武蔵野のご利用者向けに「いとのわ」という２つの相談支援事業所を新た
に開設しました。
相談支援従事者連絡会
法人内の相談支援等事業所の職員で作る相談支援研究会は、職員個々の相談支
援スキルを高め、職員同士がお互いの専門性を活かし連携する基盤を育てるこ
とを目的とした連絡会を毎年開催しています。

高
齢

2
子
ど
も

3
日
中
活
動

わくらす武蔵野開所
2019年3月に市内初の障害
者支援施設「わくらす武蔵
野」が開所しました。入所施
設としての機能の他に体験入
所、日中活動、相談支援、短
期入所など多様な事業を実施
しています。

グループホーム再編・機能強化
大きな課題である入居者の高齢化、障害の重度化への対応が求められています。各関
係機関との連携により、地域生活の様々なステージを支える基盤強化を目指し、今年
度中にグループホームの新規開設、再編、機能強化を行います。

4
居
住
支
援

5
相
談
支
援

今期の計画（2018 年度〜2020 年度／平成 30年〜令和2年度）の主な取り組み

❸



ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
も

寄
り
添
う
実
践

当
法
人
は
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
事
業
を
武
蔵
野
市
内
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
各
事
業
所
が
、

地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域
の
中
で
多
く
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

～
地
域
社
会
に
役
立
つ
～

成　人期 老齢期
障害日中活動支援 高齢者支援

　24 時間 365 日の居住　　支援

就労支援
働くためのトレーニングやその方に合っ
た仕事の相談をしています。履歴書の書
き方、合同説
明会の付き
添いなど幅
広い支援を
しています。

ユニバーサル就労
働きづらさを抱える地域の若者に働
き手となってもらうユニバーサル就
労を導入しています。リネン交換な
ど福祉職ではなくてもできる仕事を
お願いできるので、職員はそのほか
の業務により時間を割くことができ
ます。

ミニ講座
地域の方に向けてさまざまな情報発信
を行っています。

福祉・学校の連携
近隣の大学と連携し、ご利用者の働く
現場をより良くする取り組みを行って
います。

一般企業へ働く方への
入社後のサポート

就職後も長く働き続けられるように、仕
事だけでなく生活での困りごとも含め
て、ご本人の相談にのっています。長期
的な雇用ができるよう企業側へもサポー
トしています。

小学校への学習協力
大野田小学校４年生の総合学習のプログ
ラムで、施設見学や障害理解について学
ぶ時間に協力しています。詳しくはえす
ぷれっそをご覧ください。

共　通

出前授業
障害に関する知識など
「こんなことを説明して
ほしい」という要望を受
けて、地域福祉の会・コ
ミュニティセンター・学
校などに出向き、やりと
りをしながら説明する場
を設けています。第一中
学校では生徒に向けて
福祉の仕事の説明をし
ました。

ボランティア活動支援
ボランティア活動に意欲のある方が、法
人内のさまざまな事業所で活躍されて
います。

ライフステージごとの相談支援

地域防災への参加
武蔵野市内の地域防災に参加し、防災
訓練や災
害 対 策に
協力してい
ます。

地域イベントへの協力
北町5丁目町会のもちつき大会は施設の
敷地内でご利用者も参加し開催されまし
た。

家族介護支援事業
『カフェ♥君の名は』『暮ら
しの保健室mini』等地域の住
民が主体となり高齢者とその
家族を支援する活動を共催し
ています。

場所の貸し出し
デイルームや会議室などを地
域の様々な活動に貸し出しを
したり、乳幼児期のお子さん
を連れて集まる「親子広場」
を開催したり、地域に交流ス
ペースを開放しています。

認知症サポーターの育成
認知症の人とその家族への応援者『認知症サポーター』を養成する
講座をコミュニティセンターなど地域の様々なところに出向いて開
催しています。

「食」を通して地域を支える
・配食サービス
お一人またはご高齢の方のみの世帯へ昼食用お弁当をお届けしま
す。定期的な見守り機能としても期待されています。

・ゆとりえキッチン
地域の方々に対し、夕食の会食型食事サー
ビスを提供しています。予約をすればどな
たでも利用できます。地域住民の交流の場
として、健康維持にも役立っています。

・よりあい食堂 かよう
火曜日昼に開くから「かよう」と名付けられたコミュニティ食堂
です。団地の自治会が主体となり運営、桜堤ケアハウスが後方支
援をしています（武蔵野市の「いきいきサロン事業」の一つに認
定されています）。

❹
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乳幼児期 学齢期 成　人期
児童発達支援 障害日中活動支援

相談支援

　24 時間 365 日の居住　　支援

子どもの育ちなどの相談

ミニ講座
おもちゃのぐるりんで行う
子どもの育ちに関する保護
者向けのミニ講座です。

きょうだい交流会
障害児等のいるきょうだい
を対象にした交流会です。

放課後等デイサービス
パレット

肢体不自由児・医療的な配慮の必要
な児が対象です。事業開始予定！

特別支援学校からの
実習生受け入れと説明会

将来の進路についての情報を提供
し、見学・通所体験・説明会を実施
しています。

生活困窮者自立支援
地域にお住まいで、生活に困難を
感じている方の働くサポートをし
ています。

ご利用者・家族の
高齢化問題への支援

一人暮らしの方への支援

生活体験事業
親元から離れて生活するため
の生活体験です。一人暮らし
を考えている方が自立して生
活できるようなサポートもし
ています。

学校訪問
学校へ出向いて生徒の様子を見学し
たり、卒業後の進路について教員に
説明をしたりしています。

施設訪問事業
保育所、幼稚園、子育て
支援施設、学校などの施
設スタッフへの支援。療
育的視点から保育士・教
員への提案を行っていま
す。

発達基礎コース
市内の保育園等で勤務する保育士向けに、発達の支援に関
する基礎的な知識を総合的に得られる場となることを目的
とした連続講座です。

カフェ・レストラン運営
やさい食堂七福、さくらごはん、カフ
ェ・ル・ブレ、パールブーケの4店舗が
あります。

地元企業からの製品受注
ご利用者の仕事として地元企業からのお菓子の箱詰めやダイレクトメー
ル発送作業などを受注しています。

つむぐと
三鷹駅北口にある、ギャラリー兼雑貨
屋を運営しています。地域のイベント
に出店したり、企業と共同したり、創作
活動の場をひろげています。

給食調理
施設の厨房が、ご利用者の仕事の
場となっています。

市民向け事業
障害に関する知識やかかわり方を学ぶなどの公開セミナーを年に
1、2回開催しています。地域福祉の会との連携や協力も実施して
います。

市内の方の相談支援
生活の中での困りごと
などの一般的な相談と、
サービスの紹介・利用調
整を実施しています。

余暇活動支援
仕事が終わった後や休日に手芸、映画鑑
賞などを楽しみながら交流を深めていま
す。

ショートステイ
日中の時間預かりや宿泊のサー
ビスをしています。ご家族の休
息や緊急時に対応します。

場所の貸し出し
施設の一室を活用して、地元の生徒さんたちが気軽に過ごせる居場
所作りにも協力しています。

このように私たちはさまざまな取り組みを実施してき
ましたが、まだ十分ではありません。法人設立から約
30年経った今、新たなニーズも生まれてきています。
これからも地域に根差し、地域の方に身近に感じてい
ただけるよう、つながりを大切に一歩一歩進んでまい
ります。

❺

●どのライフステージにも寄り添う実践

自立生活体験
掃除や調理などを実際
に体験し、生活に必要
な知識や技術を学ぶ場
を提供しています。

➡�上の活動のうち、ピンクの枠のものは、地域とのつなが
りの深い法人独自の取り組みです。



「
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
！
」
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
声
が
ホ
ー
ル
に
響
き
渡

り
ま
す
。
大
野
田
小
学
校
4
年
生
総
合
学

習
の
時
間
、私
は
、『
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
』

と
い
う
単
元
で
毎
年
授
業
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
こ
の
単
元
の
目
標
は
、
①
障
害
の

あ
る
方
と
地
域
と
の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
、

②
校
内
の
特
別
支
援
学
級
に
通
う
子
ど
も

た
ち
に
つ
い
て
の
理
解
、
で
す
。
私
が
小

学
校
に
お
邪
魔
す
る
よ
う
に
な
っ
て
今
年

で
4
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
武
蔵
野
福
祉

作
業
所
と
し
て
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

ゆ
と
り
え
で
は
、
一
昨
年
か
ら
南
町
福

祉
の
会
と
の
共
催
で
、「
カ
フ
ェ
♥
君
の

名
は
」
を
奇
数
月
の
第
4
土
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
、
認
知
症
の
方
、

介
護
者
、
地
域
の
方
、
専
門
職
が
自
由
に

集
い
、
情
報
交
換
を
す
る
場
で
、
心
や
す

ら
ぐ
ピ
ア
ノ
の
音
色
の
流
れ
る
中
、
淹
れ

た
て
の
香
り
の
よ
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
、
参
加
者
の
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲

き
、
笑
い
が
湧
き
上
が
る
、
そ
ん
な
集
い

な
の
で
す
。

あ
る
年
、
先
生
が
こ
ん
な
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
は
、

特
別
支
援
学
級
の
友
だ
ち
が
自
分
た
ち
と

同
じ
よ
う
に
大
人
に
な
る
こ
と
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」。
小

学
校
の
時
に
一
緒
だ
っ
た
あ
の
友
だ
ち
は
、

大
人
に
な
っ
た
ら
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
う

の
か
？
　
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
う
感
じ
て

い
る
と
い
う
現
実
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
、『
大
人
に
な
っ
た
あ
の
友
だ
ち
は
、

同
じ
地
域
の
中
で
働
い
て
い
る
。
自
分
の

暮
ら
し
と
つ
な
が
っ
て
い
る
』
と
い
う
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
授
業
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
授
業
の
後
、
今
度
は
作

業
所
へ
体
験
授
業
に
や
っ
て
き
ま
す
。「
七

福
で
ご
は
ん
食
べ
た
こ
と
あ
る
！
」「
こ
の

お
菓
子
知
っ
て
る
よ
！
」
と
目
に
す
る
も

の
一
つ
ひ
と
つ
を
自
分
の
暮
ら
し
や
経
験

と
結
び
つ
け
興
味
を
示
し
て
く
れ
る
子
ど

も
た
ち
。
ほ
ん
の
ひ
と
時
の
こ
の
体
験
が

記
憶
の
ど
こ
か
に
残
り
、『
み
ん
な
い
っ
し

ょ
に
』
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

地
域
の
力
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
今
年
も
授
業
の
準
備
を
始
め
て
い

ま
す
。

「
カ
フ
ェ
♥
君
の
名
は
」
の
会
で
、
地
域

の
お
店
の
写
真
を
数
枚
見
て
、
お
店
の
名

前
当
て
ク
イ
ズ
を
し
た
時
の
こ
と
…
…
お

店
の
話
か
ら
、
参
加
さ
れ
て
い
た
方
が
、

ご
自
身
の
営
ま
れ
て
い
た
駄
菓
子
屋
の
話

へ
と
話
が
弾
み
、
懐
か
し
い
昔
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
楽

し
い
お
し
ゃ
べ
り
の
ひ
と
時
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

今
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
も
あ
り
、「
カ
フ
ェ
♥
君
の
名

は
」
は
3
月
か
ら
し
ば
ら
く
お
休
み
を
せ

ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
生
活
様
式
が
提
案
さ
れ
、

Z
O
O
M
会
議
や
研
修
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
用
い
て
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
る

時
代
で
す
が
、
訪
問
先
の
高
齢
者
か
ら
は
、

「
家
に
こ
も
っ
て
、
気
力
や
気
持
ち
が
落
ち

て
し
ま
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
て

き
て
い
ま
す
。

「
カ
フ
ェ
♥
君
の
名
は
」
は
、
9
月
か
ら
、

感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
取
り
な
が
ら
、

内
容
を
少
し
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
集
ま
り
を

再
開
さ
せ
て
い
ま
す
。「
人
と
人
の
つ
な
が

り
、
心
が
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
」
を
大

切
に
し
な
が
ら
。

大野田小学校での授業の風景

9 月に再開した「カフェ♥君の名は」

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
♪

武
蔵
野
福
祉
作
業
所

本
郷
　
倫
子

人
と
人
の
つ
な
が
り
、

心
が
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と

ゆ
と
り
え
在
宅
介
護
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

大
内
　
裕
子

❻
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事業所紹介

❼

●ゆとりえ
“�人生のラストステージに、あなたが望
む生き方を支えます。”

◦�特別養護老人ホーム：日常的に介護
を必要とし、ご自宅で暮らすのが難
しい方が生活されています。食事・入浴・排泄など生活全般
の介護サービスが受けられます。

◦�ショートステイ：ご自宅で生活されている方が短期間、特別
養護老人ホームにお泊りできます。

◦�デイサービス：リハビリや趣味活動を通してはりのある生活
が送れるように、通所型の介護サービスを提供しています。

●武蔵野市桜堤ケアハウス
“�誰もが安心して暮らせる、支え合い温
かい繋がりのある地域づくりを目指し
ます。”
お一人での生活に不安がある方が生活されています。日々の相
談や緊急時の支援が受けられます。

●在宅介護・地域包括支援センター
「身近な地域の総合窓口」として、在宅介護に関する様々な相
談に応じています。福祉・医療・権利擁護などのサービスを包
括的に提供していくために、武蔵野市と連携しています。

●武蔵野市児童発達支援センター
　みどりのこども館
◦�通園部ウィズ：心身の発達が気になる
お子さんの通園施設です。お子さんの
「育ち」を支え、ご家族と一緒に考え
て行動し、子育てを支援しています。

◦�相談部ハビット：0歳〜18歳までのお子さんの発達に関する
心配事について、個別に相談をお受けし、ご家庭に合わせた
提案や支援を行います。

◦�おもちゃのぐるりんを併設しています。

●居住支援ユニットリエゾン
共同生活を営みながら様々なことを経
験し、自分の人生を豊かに育む生活の
場（グループホーム）です。

●わくらす武蔵野
“わたしらしく武蔵野でくらす”ことを
支援する為、入所施設としての機能の他
に体験入所、日中活動、相談支援、短期
入所など多様な事業を実施しています。

●なごみの家
障害のある方（子どもから大人まで）
がご家族から離れてひと時をすごす所
です。ご家族はご自分やきょうだいの
事などに時間を使うことができます。

●地域生活支援センターびーと
自分らしい毎日を、安心して楽しく過
ごせるように、生活、仕事・活動、余
暇など、あらゆる場面の相談やサービ
スの利用支援を行っています。

●武蔵野市障害者福祉センター
中途障害の方の機能訓練・社会参加
を行う「生活リハビリサポートすば
る」「障害者相談支援事業所ほくと」、
「高次脳機能障害者相談室ゆいっと」があります。

特集 ●ひろがれ、かさなれ、むさしののわ A
n n i v e r s a r y50No

●ワークセンター大地
受注作業、封入封緘、公園清掃、ポス
ティング等の作業や刺繍や押し花を使
った創作を中心に、それぞれの方のニ
ーズに合わせた“はたらくこと”を支援します。

●デイセンター山びこ
個別的な対応や配慮を必要とする知的
障害のある方たちに「作業」「創作」
「運動」などニーズに合わせた活動を
提供するとともに、自己表現の機会や社会参加の支援を行って
います。

●デイセンターふれあい
主に身体障害のある方々を対象に、
様々な活動を行っています。自分自身
のからだで、表現で、なにかやりた
い！そんな気持ちを大切にしています。

●武蔵野市障害者就労支援センターあいる
就職したい人にも、今仕事に就いてい
る人にも、働くことに関する支援を市
内3つの法人が協力して、総合的に行
っています。

●ワークステージりぷる
作業支援を中心に働くことを通した自
己実現を目指します。積極的に機械を
導入し、効率的な環境の中で新たな可
能性を高めていきます。

●ワークセンターけやき
封入作業、製パン作業、カフェ、レス
トラン、印刷・デザイン作業など、専
門職と共に幅広い仕事を行い、働く力
を育んでいきます。

●武蔵野福祉作業所
菓子箱折や詰め合わせ、封入、給食調理、レ
ストランなど多様な作業があります。働きな
がら成長し、自分らしく生きることを大切に
しています。

●ジョブアシストいんくる
障害のある方で企業就労を目指す方を
対象に就職を支援します。就職後は長
く働き続けられるよう定着支援をします。
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私
ど
も
は
2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）
か
ら
3

年
ご
と
に
中
期
基
本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま

す
。
市
の
計
画
と
密
接
に
つ
な
が
る
こ
と
、
ま
た

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
ご
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
と
い
う
視
点
で
検
討
し
、
社
会
状
況
や

制
度
環
境
を
踏
ま
え
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

市
の
第
五
期
長
期
計
画
に
「
市
の
施
策
も
、
か

つ
て
の
新
規
・
拡
大
の
時
代
を
経
て
、
新
し
い
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
た
リ
デ
ザ
イ
ン
・
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
の
段
階
に
入
っ
た
」
と
い
う
一
節
が
あ

り
ま
し
た
。
私
ど
も
も
こ
う
し
た
認
識
は
必
要
と

考
え
、
そ
の
う
え
で
地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

ど
う
行
動
す
べ
き
か
、
た
だ
い
ま
次
の
3
年
間
の

取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
広
報
紙
「
ぷ
れ
っ
そ
」
は
私
ど
も
の
活

動
を
市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
こ
と
、
そ

し
て
ご
意
見
や
感
想
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
法
人

の
事
業
の
よ
り
良
い
発
展
と
相
互
の
理
解
が
深
ま

る
こ
と
を
願
っ
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
第

1
号
は
2
0
0
8
年
（
平
成
20
年
）
8
月
1
日

発
行
で
し
た
。
こ
の
年
、
国
は
新
し
い
社
会
保
障

の
在
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
社
会
保
障
制

度
へ
と
舵
を
切
る
べ
く
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
大
綱
」
が
定
め
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
制
度
環
境
の
変
化
の
中
、
私
ど
も

は
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
公
益
性

を
念
頭
に
お
い
た
取
り
組
み
を
（
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
）
進
め
て
き
ま
し
た
。
福
祉
社
会
と
は
、

社
会
の
構
成
員
が
福
祉
に
対
し
て
理
解
と
関
心
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
社
会
の
様
々
な
主
体

が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
２
つ

の
側
面
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。
武
蔵
野
で
は
行
政

の
施
策
に
加
え
て
地
域
の
方
々
の
活
発
な
動
き
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
福
祉
社
会
が
い
っ
そ
う
発
展
で

き
る
よ
う
、
私
ど
も
も
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
引

き
続
き
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

�

（
理
事
長　

安
藤　

真
洋
）

福
祉
社
会
の
一
翼
を
担
う
者
と
し
て

吉祥寺駅武蔵境駅
JR中央線

り
通
境
蔵
武

井の頭通り 五日市街道

武蔵野中央公園

中央図書館

市民文化会館

り
通
鷹
三

三鷹駅

ワークセンターけやき
（西久保オフィス）

RENGA

くすの木くすの木

せきまえハウスせきまえハウス

やはたハウス

わくらす武蔵野
なごみの家

あいる

特別養護老人ホーム
デイサービスセンター
在宅介護支援センター
地域包括支援センター
ゆとりえキッチン

特別養護老人ホーム
デイサービスセンター
在宅介護・地域包括
支援センター
ゆとりえキッチン

軽費老人ホーム
在宅介護・地域包括
支援センター

武蔵野市桜堤ケアハウス

武蔵野市役所
さくらごはん
カフェ・ル・ブレ

北町ほっと館

りぷる

ワークセンターけやき
ワークセンター大地
デイセンター山びこ
デイセンターふれあい
地域生活支援センターびーと
パールブーケ

武蔵野障害者総合センター
各施設は、
児童サービス、
障害者サービス、
高齢者サービスに
色分けしています。

社会福祉法人武蔵野 案内図
・ウィズ　・ハビット
・おもちゃのぐるりん

武蔵野市立みどりのこども館

武蔵野市障害者福祉センター
すばる
　ほくと（ゆいっと）

武蔵野福祉作業所
やさい食堂七福

ゆとりえ
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市民文化会館

り
通
鷹
三

三鷹駅

ワークセンターけやき
（西久保オフィス）

RENGA

くすの木くすの木

せきまえハウスせきまえハウス

やはたハウス

わくらす武蔵野
なごみの家

あいる

特別養護老人ホーム
デイサービスセンター
在宅介護支援センター
地域包括支援センター
ゆとりえキッチン

特別養護老人ホーム
デイサービスセンター
在宅介護・地域包括
支援センター
ゆとりえキッチン

軽費老人ホーム
在宅介護・地域包括
支援センター

武蔵野市桜堤ケアハウス

武蔵野市役所
さくらごはん
カフェ・ル・ブレ

北町ほっと館

りぷる

ワークセンターけやき
ワークセンター大地
デイセンター山びこ
デイセンターふれあい
地域生活支援センターびーと
パールブーケ

武蔵野障害者総合センター
各施設は、
児童サービス、
障害者サービス、
高齢者サービスに
色分けしています。

社会福祉法人武蔵野 案内図
・ウィズ　・ハビット
・おもちゃのぐるりん

武蔵野市立みどりのこども館

武蔵野市障害者福祉センター
すばる
　ほくと（ゆいっと）

武蔵野福祉作業所
やさい食堂七福

ゆとりえ

     編集後記

ジョブアシストいんくる

きたまちハウス
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今回は 50号ということで記念号とさせていただきました。皆さまからのご意見やご感想、お待ちしております。（は）


